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       那須烏山市まちづくり研究会 委員長   

大久保 忠旦（宇都宮共和大学名誉教授） 

                  

「那須烏山市まちづくり研究会」は、2006年の発足以来ほぼ９年間にわたり、那須烏山市域の

さまざまな課題をとりあげて研究活動をおこなってきた。研究会設立の趣旨と組織構成は本文の

各項で述べられるが、とくにこの研究会の特色といえるものは、県内の大学から参加する教員有

志がそれぞれのゼミに所属する学生たちをつれてきて、先ず那須烏山という現地もしくは風土を

肌で感じさせる、その上でこの地域のさまざまな問題を卒業研究のテーマに採り上げてもらうと

いう、いわばフィールドワークの方法で、自由な発想により研究することを基本理念とした点で

ある。その学生たちの研究から若者らしい提案が生まれれば、那須烏山市もそれを採用し、実現

に努力するという方針をとってきた。 

毎年、年度はじめに教員・学生のチーム（研究班）ごとにそれぞれの研究計画案を研究会に提

出、委員会で論議・調整したのちその計画を実施する。年度末の３月１日前後には研究成果の発

表会を開催して、市民一般に公開するというかたちを続けてきた。３年ごとに第１期、第２期と

研究課題の調整・見直しをしてきて、本年度（平成 26年度）は第３期の３年目に当たる。調整役

は研究会委員長の大久保（宇都宮共和大）と副委員長の福島（足利工大）であるが、課題の大幅

な変更が必要とされたことはなかった。 

 この研究会の発端は、産学官連携サテライトオフィス（ 宇都宮大学地域開発研究センタ－、当

時 ）の大野邦雄客員教授（故人）が世話役であった「とちぎ観光資源活用研究会」（有志による

勉強会）に、那須烏山市役所と那須烏山市商工会から、まちづくりのための支援要請が寄せられ

たことによる。研究会とはいえ、栃木県で最小規模の那須烏山市役所と商工会ゆえに、研究のた

めの資金的な裏付けをすることは見込み得ない事情にあるため、それぞれの大学の教員の教育研

究費で研究経費をまかない、交通費のような最小限必要な経費のみを市が支援するという方針を

続けてきた。 

 “まちづくり”とは、その地域の市民が主体となって自分たちの“まち”をどのようにして住

みやすいまちにするか、を考えることに尽きる。しかし従来のまちづくり支援には、国や自治体

の大きな補助金を獲得して街並みを変える、構造物をつくるといった一過性の事業で終わるもの

が多かったのではないか、その疑問とは逆に、われわれの活動は地味ではあれ、“まちづくり”実

践を学生教育のための素材と捉え、他方で学生たちの若々しいアイデアが市民の刺激となって地

域の活性化をもたらすという、まちづくりの在り方の新しいモデルになり得ると考えている。事

実、国内でもユニークな地域活動だとして、われわれの研究活動が下野新聞、日本経済新聞、読

売新聞に報じられた。最後に、大谷市長をはじめ歴代の市役所商工観光課職員の皆様、とくに長

年、休日出勤までして協力された木村孝、雫友二、長谷川節子、星貴浩、各務香織の各職員の皆

様には深く感謝の意を表したい。 
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那須烏山市長 大 谷 範 雄   

 

 この度、那須烏山市まちづくり研究会によって研究活動された成果がまとまり、ここに「活動

成果報告書」として発刊される運びとなりましたことに、心からお祝いを申し上げます。 

 貴研究会は、平成１８年７月に発足されて以来、本市の活性化を目的として知的資源並びに活

力を活用した活動を重ね、毎年、着実な研究活動をされてきたことは、会員の皆様の真摯な姿勢

とご努力によるものと敬意を申し上げます。 

さて、那須烏山市は平成１７年１０月１日に新生「那須烏山市」として誕生し、１０年目を迎

えました。この間、「小さくてもキラリと光る那須烏山市」を合言葉に、本市の歴史や伝統文化、

よき慣習等を守り育てながら、恵まれた自然環境を未来への預かり物という気持ちで、市民の皆

様が将来にわたって住んでいたいと思うような魅力あるまちづくりを目指してまいりました。 

その中でも地域の活性化策として、ユネスコ無形文化遺産を登録申請している「烏山の山あげ

行事」を始めとする歴史と文化遺産、豊かな自然の恵みによる農林水産物、ＪＲ烏山線の蓄電池

駆動電車「アキュム」の誕生、更に県立烏山高等学校や地域の中核病院の那須南病院の存在など

誇れる地域資源を有効活用したまちづくりを推進しているところです。 

私は、まちづくりとは、住んでいる人が、自らの地域を、自らの責任で、安全・安心に、しか

も、子どもたちが将来に渡り住み続けたいと思うような、自立できる魅力的な地域社会をつくっ

ていくことと考えております。 

このような中、貴研究会によります県内大学生や地元烏山高校生、市民団体等による研究活動

は、「鯉のぼりまつり」や「近代化遺産全国一斉公開」をはじめとした、若い力・市民の力が発揮

された創意工夫ある魅力あふれるものばかりであります。 

これらの活動は、まさに、本市の持つ魅力を引き出すとともに、市民との協働による世代の枠

を超えたまちづくりに大きくご貢献いただいているものです。 

最後になりますが、今日まで多くのご努力を頂きました貴研究会の皆様をはじめ、関係者の皆

様に対し、心より敬意と感謝を申し上げますとともに、一層のご発展を祈念しお祝いのことばと

いたします。 
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